
7 月九州豪雨被災地支援：熊本 YWCA との協働支援を開始します。 

 

日本付近に停滞していた梅雨前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響により、

２０２０年７月３日以降、九州はじめ西日本と東日本の広い範囲で記録的な豪雨をもたら

し甚大な被害がでました。 

 

熊本県災害対策本部によると、７月３０日時点でこの７月豪雨による死者数６５名が確認

されており、住家被害の状況としては全半壊５００棟以上、床上浸水が５５００棟以上とな

っていることが分かっています。 

その中でも人吉市の被害は、死者数２０名、床上浸水３７７５棟、避難者数は６４１名にの

ぼっています。 

 

上記の被災状況をうけ、ACT ジャパン・フォーラムでは、豪雨災害で被害が大きかった熊本

県人吉市を中心に熊本 YWCA を通して２カ月間の緊急支援を行うことになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
（被災者から提供いただいた写真。浸水時に屋根の上に避

難し撮影したもの） 

 

 
熊本 YWCA は、ACT ジャパン・フォーラムメンバーである日本 YWCA の加盟団体であり、２０

１９年に九州訪問の際に面会し、災害発生時の連携協力の可能性について話し合っており

ました。そのような顔が見える関係があったこともあり、この度、発災直後から、すぐに連

絡を取り、緊急支援の連携協力について話し合いを進めることができました。今年は新型コ

ロナウイルス感染症拡大により、県外の支援団体・ボランティアの立ち入りが制限されてい

るため、このように地元で動けるパートナー団体がいることを大変心強く思っています。 

 

ACT ジャパン・フォーラムでは、熊本 YWCA を通して以下の支援活動に必要な資金的・人的

協力とコーディネーションを行っていきます： 

 



l 被災した地元病院への物資配布と入院患者の緊急避難 

l 被災した外国人に対する支援物資配布、家屋の清掃等の生活復旧支援 

l 被災地域住民に対する支援物資配布、家屋の清掃、引っ越し作業、作業資材の供給

等の生活復旧支援 

l 減災型地域福祉社会形成に向けた活動 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 （被災した病院。人吉市上青井町に位置し、一階部分が

浸水。） 

 

現地のパートナー団体との連携を通してパートナー団体の運営基盤の強化を図るとともに、

普段から現地のコミュニティと顔の見える関係が築かれ、信頼関係が成立している環境を

最大限に生かした、きめ細かい支援を後押ししていきたいと考えています。 

 

今後も、引き続き、災害支援の中で生まれるストーリーをお届けしていきます。 


